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当社における事業環境

三菱電機グループは、サステナビリティの実現に向けて注力する５つ
の課題領域を明確化
研究開発では、事業競争力を生み出すコア技術を強化するとともに、
基盤技術の深化。さらにゲームチェンジ等将来に備えた新技術の探
索・創出

mitsubishielectric.co.jp/ir/data/integrated_report/pdf/2023/integrated_report2023_jp.pdf
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社会価値と経済価値の両立

「事業を通じた社会課題の解決」という原点に立ち、企業が持つ資源を活
用して、社会的価値と経済的価値を創出
複雑で多様化する社会課題の解決に向けて、これまでの個別の技術開
発テーマに基づく共同研究だけではなく、組織間の議論により包括的な
テーマ設定を行う組織連携や大学連携の強化が必要

2023/10/5 社会連携講座開設

https://melut-fdc.t.u-
tokyo.ac.jp/research/

三菱電機と東京工業大学が 「三菱電機エ
ネルギー＆カーボンマネジメント協働研究拠
点」を設置

2023/4/14 協働研究拠点設置

https://www.titech.ac.jp/news/2023/066293/
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当社における博士人材活用の状況

• 新卒採用における博士人材の割合は概ね一定
• 博士人材は高度な専門性を活かし、課題設定やデータ分析の場面で活躍
• 従来製品のコモディティ化、技術革新のスピード、地政学リスクなど、課題は
多様化。新たな価値観やビジネスモデルに繋がる研究開発テーマの探索や
創出を博士人材に期待

• 博士人材の専門性と当社ニーズをマッチングさせることが重要
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当社が求める人材

本質的な課題を洞察して、具体化できる人材

課題の本質を見抜くためには、高度な専門性と、自然科学や
人文科学などの広範な知識と素養が必要

バックキャストとフォアキャストを融合し
科学と技術の力で限界を打破
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